
                     

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
２００６年７月１日 夏の宴「髙田普次夫さんのとーかちお祝い」 

        「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」 月
ちち

に二
た

回
けーん

集
あち

ま ぬ勉
びん

強
ちょー

会
い

、品川
しながわ

ぬ大崎
おーさき

 

 
 

・童
わらび

ん達
ちゃー

んかい戦
いくさ

ぬいちゃしー事
く

伝
ちて

ーやびら-----------仲門勇市 

・沖縄
うちなー

旅
たび

 --------------------------------------------------------------（ｙ） 

・川崎
かわさき

ぬ昔
んかし

ぬ暮
く

らし-----------------------------------------座覇光子 

・会報に出てきた語句の説明 
・会報の表記について その② 
・事務局から 
 

ホームページ⇒ http://www.wwq.jp/p/ 
染料インクを使用しています。水濡れにより、変色したり印字がにじみますのでご注意ください。 
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童
わらび

ん 達
ちゃー

んかい 戦
いくさ

ぬいちゃしー事
く

伝
ちて

ーやびら 

仲門勇市（那覇市） 

 今
なま

、我
わ

んねー、何処
ま ー

がなんる図
と

書
しょ

館
ん

、月
ちち

に二
た

回
けーん

童
わらび

ん達
ちゃー

まじゅん「紙
かみ

芝
しば

居
い

」、「なぞなぞ遊
あそ

び」、

「絵
え

本
ほん

遊
あそ

び」さーに楽
たぬ

し暮
く

らちょーいびーん。 

此間
くねーだ

ぬ事
く

やいびーしが、白
しる

地
ぢ

ぬ旗
はた

ぬ女
ゐなぐ

童
わらば

ー姿
しがた

「白旗
しらはた

をかかげて」ん言


る紙
かみ

芝
しば

居
い

見
み

しやびたく、

童
わらび

ん達
ちゃー

や、戦
いくさ

ぬ恐
う

るしー事
く

、畜
ちく

生
しょー

ぎーなーする

事
く

、うりから、いちゃしー事
く

聞
ち

ち、涙
なだ

落
う

ちょーい

びーたん。 

我
わ

んねー、うぬ涙
なだ

落
う

ちょーる童
わらび

ん達
ちゃー

姿
しがた

見
んー

ち、

一杯
いっぺー

肝
ちむ

動
じゅ

かさりやびたん。 

うぬ童
わらび

ん達
ちゃー

んかえー、戦
いくさ

ぬ恐
う

るしー事
く

ぬ目
みー

ぬ前
めー

んかい、見
み

ーゆる如
ぐ

あたる筈
はじ

やいびーん。 

紙
かみ

芝
しば

居
い

終
う

わ後
あ

、童
わらび

ん達
ちゃー

んかい、ちゃーやたがん

ち問


ー見
んー

じゃびたん。 

あんさびたく、「何
ぬー

んち大
うふ

人
っちゅ

ぬ達
ちゃー

や、戦
いくさ

すがや

ー。」「何
ぬー

んち兵
ー

隊
たえ

ー、童
わらび

ん達
ちゃー

殺
くる

すがやー。」うぬ訳
わけ

ー何
ぬー

やがんち問


ーらっ、ちゅゑー事
く

やいびーたん。 

我
わ

んねー、童
わらび

ん達
ちゃー

んかい問


ーらったる事
く

にちー、

一
ー

ちなー一
ー

ちなー受
う

き返答
んとー

さびたく、童
わらび

ん達
ちゃー

や

誠
まく

な目口
みーくち

っし取


い受
う

きとーいびーたん。 

我
わ

んねー、本当
ふんとー

ぬ事
く

解
わか

呉


たがやーんち、胴
ー

くる言
い

ち

ゃい反
はん

ちゃいさがちー合点
がっん

さびたん。 

 毎年
めーにん

六
るく

月
ち

二
に

十
じゅー

三
さん

日
にち

ぬ「慰
い

霊
れい

の日
ひ

」迎
んけ

ーいびーね

ー、「戦
いくさ

ー志
し

情
なさ

けー無
ね

ーらん無
む

情
じょー

な事
く

」、うりから

「戦
いくさ

ぬ無
ね

ーらん灘
なだ

安
やっ

さる世
ゆー

大切
てーしち

にしーびちー事
く

」に

ちー、改
あらた

み考
かんげ

ーいがちー、魔文仁
ま ぶ い

ぬ盛
むい

拝
が

ど

ーいびーん。 

また、「慰
い

霊
れい

の日
ひ

」まんぐろー、公
こー

民
みん

館
ん

図
と

書
しょ

館
ん



女
ゐなぐ

親
うや

ぬ会
い

そーな揃
すり

ーぬ中心
なかじぬ

んかい立
た

っち、話
はなし

す

る会
い

持
む

っちょーいびーしが、我
わ

んねー、まん童
わらび

ん達
ちゃー

んかい「戦
いくさ

ー志
し

情
なさ

けー無
ね

ーらん無
む

情
じょー

な事
く

」、

「命
ぬち

大切
てーしち

にしーびちー事
く

」、うりから「戦
いくさ

ー無
ね

ーら

ん灘
なだ

安
やっ

さる世
ゆー

」にちー語
かた

聞
ち

かちょーいびーん。 

沖
うち

縄
なー

あたる戦
いくさ

忘
わし

らさん為
たみ

にん、平
ー

生
じー

から戦
いくさ

ぬいちゃしー事
く

、歴
れき

史
し

んかい残
ぬく

とーる本当
ふんとー

ぬ事
く

、

っ子


孫
まが

ん達
ちゃー

んかい聞
ち

かち行
い

ちゅしぇー、我
わ

達
ったー

大
うふ

人
っちゅ

ぬ達
ちゃー

たましやいびーる。 

今
なま

、我
わ

んねー、くぬ戦
いくさ

ぬいちゃしー事
く

にちー、改
あらた

み考
かんげ

ー、童
わらび

ん達
ちゃー

んかい紙
かみ

芝
しば

居
い

さーに語
かた

聞
ち

か

ちょーいびーん。 
 
 

沖縄旅
うちなーたび

                  （ｙ）（小平市） 

 ９
くん

月
ち

８
はち

日
にち

から１
じゅー

２
に

日
にち

ま、沖縄
うちなー

旅
たび

さびたん。我
わ

ん

ねー前
めー

に沖縄
うちなー

んじ暮
く

らちょーいびーたく、うんに

ーに、見
んー

ちゃい楽
たぬ

しだいっし、今
なま

付
ち

き忘
わし

ららん所
くる

、

なー一
ちゅ

回
けーん

行


じ見
んー

わやるん、旅
たび

ぬ前
めー

から思
うむ

とー

いびーたん。 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

ん使
ちか

やびたん。首里
す い

とー、我
わ

ん入
い

っ四
ゆっ

人
たい

っし、諸
むる

沖縄
うちなー

口
ぐち

っし、話
はなし

さびたん。 
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皆
んな

、くりからん沖縄
うちなー

口
ぐち

っし話
はなし

すし大切
てーしち

にっし行
い

きわ

やるん言


る、ぬ考
かんげ

ーやいびーたん。 

我
わ

んねー思
うむ

やびたん。沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー本当
ふんとー

や東
とー

京
ちょー

使
ちか

ゆる物
むの

ーあらん、沖縄
うちなー

とー沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ使
ちか

ゆし

元
む

ぬ姿
しがた

やあらにん。 

我
わ

んねーうん人
ちゅ

達
たー

んかい、くりから後
あ

ん沖縄口
うちなーぐち

っし

話
はなし

すし広
る

み取


らしわやしがん願
にが

、たるがき

とーいびーん。 

 糸
いちゅ

満
まぬ

んかいある平
へー

和
わ

祈
き

念
ねん

堂
どー

んかい行
い

ちゃびたん。 

まんかいや「清
ちゅ

ら蝶
ちょー

園
えん

」言
い

ち、「オオゴマダラ」

んでーぬ清
ちゅ

らさるはべる
・ ・ ・

ちかなとーいびーん。 

くま我
わ

ーが思
うむ

たしぇー、はべるぬ事
くと

ーあいびらん。

建物
たむん

前
めー

んかい「清
ちゅ

ら蝶
ちょー

園
えん

」言


る札
ふだ

ぬあやいび

ーる。「ちゅら」ー、あまくま「美ら」ん書
か

か

っとーいびーしが、我
わ

んねー合
がっ

点
の

ー成
な

いびらん。「ち

ゅらさん」や「清
ちゅ

らさん」ぬー書
か

ち方
かた

やいびーる。 

 今
くん

度


ぬ沖縄
うちなー

旅
たべ

ー、ーちちん上
じょー

等
ー

、ぬーまぬー

んさん如
ぐ

、行会
いちゃ

い欲
ぶ

さたる方々
かたがた

ん御
ー

行会
ち ぇ

ー拝
が

、何
ぬー

ぬ障
さわ

いん無
ね

ーんー旅
たび

やいびーたん。 

 
 

川
かわ

崎
さき

ぬ昔
んかし

ぬ暮
く

らし 座覇光子（川崎市） 

 秋
あち

ぬばんじぬ節
しち

んかい入
い

やびたんやーたい。 

御
ぐ

衆
すー

様
よー

御
う

頑
がん

丈
じゅー

やみしぇーびーがやー。 

此
く

ぬ頃
ぐる

んしぬ世
ゆ

ぬ中
なか

ー、変
か

わらん悪
わっ

さる景
ちー

気
ち

、災
わじゃゑ

ー、うりから色々
いるいる

な間
ま

違
ちげ

ー事
ぐ

ぬ続
ちぢ

ち、ちゃー成
な

とー

いびーがやー。たったたった肝
ちむ

ちゃぎぬ多
うふ

く成
な

とー

いびーん。 

 さ、「川崎
かわさき

沖縄
おきなわ

県人
けんじん

会
かい

・婦
ふ

人
じん

部
ぶ

」ぬ昔
んかし

ぬ様
よー

子
しぇ

ー、

ちゃーやたがんち、しーじゃ方
かた

から習
なら

やびたん。 

先
ま

じぇー、ゆれー小
ー

起
う

くち、色々
いるいる

な事
く

にちーぬ知
し

ら

し聞
ち

ちゃい聞
ち

かちゃいっし、互
たげ

ーに助
たし

きとーみしぇー

たんぬ事
く

やいびーん。 

うりから、沖縄
うちなー

ぬ踊


い習
なら

ーちゃい習
なら

たいっし、楽
たぬ

し

暮
く

らちょーみしぇーたんぬ事
く

やいびーん。 

また、「沖縄
おきなわ

青
せい

少
しょう

年
ねん

を励
はげ

ます集
つど

い」そーな所
くる

んう

やぎとーいびーたんぬ事
く

やいびーん。 

 崎山
さきやま

さん言


る御
う

方
かた

ー、秋
あき

田
た

生


まりやいびーしが、

沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー一杯
いっぺー

上
じょー

手
じ

やみしぇーびーん。 

何
ぬー

がんやれー、婦
ふ

人
じん

部
ぶ

皆
んな

が沖縄
うちなー

口
ぐち

っし話
はなし

すし

聞
ち

ち覚
うび

たんるあたい、皆
んな

まじゅん触合
れー

易
やし

くそー

いびーてーんでーやーたい。 

うんにねー、家
やー

人
にん

衆
じゅ

ぬ誰
たー

がなが日
にち

曜
よー

日
び

にまーしみし

ぇーいびーねー、銀行
ぎんこー

や休
やし

みやいびーてーく、す

っーする筈
はじ

んち、誰
たー

ん言
い

ちぇー無
ね

ーらん銭
じん

持
む

ち寄
ゆ

、繰
く

い回
まー

しみそーちゃんぬ事
く

やいびーん。 

和
わ

久
く

稲
いね

さんぬ女
ゐなぐ

親
うや

ー、良
ゆ

ー編物
あみむん

組
く

どーみしぇーび

ーたん。胴
ー

ぬ男
ゐきが

ん子


ぬ物
むぬ

、うぬ男
ゐきが

ん子


ぬ貧
ん

相
すー

そ

ーる同


士
し

ぬセーターまん揃
すら

ーち、組
く

取


らしみそー

ちゃんぬ事
く

やいびーん。 

胴
ー

ぬ童
わらび

ん達
ちゃー

事
く

するうっぴっし、やっかっそー
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たる世
ゆー

やたる筈
はじ

やいびーしが、なー、うぬ思
うむ

い深
ぶか

さ

んかい肝
ちむ

動
じゅ

かさりーしぇー、我
わ

んびけーのーあらん

思
うむ

とーいびーん。 

っ人
ちゅ

ぬっ子


ん胴
ー

ぬっ子


ぬ如
ぐ

愛
かな

さすんる事
くと

ー、

たい今
なま

ぬ世
ゆー

やらわん、一杯
いっぺー

習
なら

いびちーやん思
うむ

と

ーいびーん。 

「天
ん

ぬ半分
はんぶの

ー女
ゐなぐ

ぬ達
ちゃー

がうやぎとーん。」る言
く

葉
ば

ぬ通
ー

い、「沖縄
おきなわ

県
けん

人
じん

会
かい

・女
じょ

性
せい

部
ぶ

」ん忘
わし

とーる宝
たから

ん

思
うま

ーりーる精
そー

魂
たまし

覚
うび

出


じゃち、県
けん

人
じん

会
い

始
はじ

み、地
ち

域
いき

ぬ

っ人
ちゅ

触合
びれー

大
てー

切
しち

にっし行
い

ちゃびらやーたい。 

 
 

会報に出てきた語句の説明（沖縄語辞典による） 

・いちゃしー事
く

：痛々しいこと。かわいそうなこと。 

・何処
ま ー

がなんる：或る。 
・まじゅん：一緒（に）。共（に）。 

・畜
ちく

生
しょー

ぎーなー：畜生のようなさま。無慈悲なさま。 

・一杯
いっぺー

：たいそう。非常に。たいへん。 

・肝
ちむ

：心。心情。情。「くくる（心）」よりもはるかに
多く使う。 

・ちゅゑー事
く

：大変な事。えらい事。 

・受
う

き返答
んとー

：受け答え。応答。 

・目口
みーくち

：表情。顔つき。 

・取


い受
う

きゆん：受入れる。了解する。 

・言
い

ちゃい反
はん

ちゃい：受け答え。 

・～がちー：ながら。つつ。 

・志
し

情
なさ

き：なさけ。思いやり。また、男女の愛情。 

・灘
なだ

安
やっ

さん：おだやかである。心安い。 

・～びちー：べき。「書
か

ちびちー：書くべきこと。」 

・まんぐる：ころ。おおよその時を示す。 

・揃
すり

ー：集まり。集会。会合。 

・平生
ーじー

：平常。ふだん。 

・たまし：銘銘の分。持ち分。 
・たるがきゆん：当てにする。頼みにする。 
・はべる：蝶。 
・あまくま：あちこち。あちらこちら。 
・ーちち：天気。 
・ぬーまぬー：うろたえること。まごまごすること。 

・御
ー

行会
ち ぇ

ー拝
が

むん：お会いする。お目にかかる。 

・ばんじ：真っ最中。たけなわ。 

・間
ま

違
ちげ

ー事
ぐ

：（道徳的に）間違ったこと。 

・たったたった：次第次第に。 

・肝
ちむ

ちゃぎ：気掛かり。心配。不安。 

・しーじゃ方
かた

：年上の人たち。先輩たち。 

・ゆれー：無尽講。頼母子講。 
・うやぎゆん：ささえる。援助する。 

・何
ぬー

がんやれー：何となれば。なぜなら。 

・あたい：くらい。ほど。 

・～触合
びれー

：付き合い。（隣
ない

触合
びれー

ー：隣との付き合い） 

・まーすん：死ぬ。なくなる。 
・すっーすん：困る。 

・繰
く

い回
まー

すん：融通する。やりくりする。 

・組
く

むん：組む。編む。 

・うっぴ：その大きさ。 
・やっかっ：やっと。ようやく。 

・思
うむ

い深
ぶか

さ：情が深い。 

・～びけーん：ばかり。 

・ぬ如
ぐ

：同じように。同様に。 

・たいあんやらわん：たとえそうであっても。 
 

 

＊本文では語句は活用されていますので、ここに示しました語句と

は必ずしも一致しておりません。 
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会報の表記について その② 

 前回は沖縄文字の使用及び、[?]で示される声門破
裂音と[‘]で示される声門破裂音でないことについ
て説明しました。今回は会報の表記についてまとめ
たいと思います。 
 
③ 会報の表記 
・表記 
ひらがなを使います。ただし外来語はカタカナ
で表記します。 
音を引きのばすことを示す符号、即ち長音符号
として「ー」を使います。 
・漢字の使用 

   この会報では、基本的に沖縄語の語句の読みの
音と漢字の読みの音が似ていて、しかもその漢
字の持つ意味が沖縄語の語句の意味と一致し
ているものを使用しております。 

   ただし、例外として男
ゐきが

など慣用語とされてい

るものについては、そのまま使うことにします。 

   例（１） ○ 平生
ーじー

   Ｘ（普通
ーじー

） 

 
   例（１）に示したのは「ーじー」という語句

ですが、漢字で表記する場合「普
ふ

通
つう

」を使って

「普通
ーじー

」としているのを見かけます。 

   ちなみに広辞苑では「普通」の意味は 
 
    １・ひろく一般に通ずること。 
    ２・どこにでも見受けるようなものである 

こと。なみ。一般。 
 

となっております。そして沖縄語辞典で「ー
じー」の意味は 
       平常。ふだん。 
であります。即ち平常というのは、「つねひご
ろ、ふだん、平生」でありますから、沖縄語の
「ーじー」に対しては、例（１）の○印のよ

うに「平
ー

生
じー

」としたほうが適切です。 

「普通」を使ってしまうと、「ーじー」の意
味が間違って解釈され、これから沖縄語を勉強
する方々に正しく言葉が伝わらないという阻
害要因になります。 
そして該当する漢字が見つからない場合は、無

理に使うのをやめて、仮名で表記するようにし
ます。 
市販されている書物などを見ますと表記の統
一性がなく、書く人に任せて漢字を勝手に使っ
ているのを見かけますが、今後国語の教育にも
悪影響を及ぼすものと考えています。 
・振り仮名の付け方 
振り仮名はすべての漢字に付けるようにしま
す。つけないと共通語として読まれるからです。 
また数字についても、振り仮名を付けます。沖
縄語では数字の読み方も異なる場合があるか
らです。 
 
（Ａ）普通のケース 

例（２） ○「御
う

 祝
ゆゑー

」または「御
う

 祝
いゑー

」 

        Ｘ（御
うい

 祝
ゑー

） 

例（３） ○「今日
ちゅー

」 

        Ｘ（今
ち

 日
ゆー

） 

例（４） ○「言
く

 葉
ば

」 

Ｘ（言葉
くば

） 

漢字の傍らにその読み方を示すためにつける
仮名が振り仮名ですから、例（２）、例（３）、
例（４）の○印のように表記します。 

   しかし例（３）の場合は共通語でも「今日
きょう

」 

になりますので、必ずしも漢字の傍らに揃え 
てなく「今」と「日」の間に「ゅ」を入れて 

沖縄語で「今日
ちゅー

」としています。 

   Ｘ印は間違っているものです。 
事務局（編集室） 國吉（眞） 

事務局から 

 今回も貴重な話題を寄せていただき、有難うござ 
いました。 
 多くの方々に私どもの活動を知っていただくため 
ホームページの内容を更新してあります。どうぞ御覧
ください。 
 
お問い合わせ 
事務局 國吉眞正      電話 044-988-8065   

Fax 044-988-8065 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う （音）、みー （夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、に ーでーびる（有難うございます） 

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や （宿）、 ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[?ja]＊ ー（君、お前）、 ん（言わない） 

 

や[‘ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、 ーだ（太陽）、 ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[?ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[‘ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ （筆）、ぬー ー（喉）、 きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[?jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[‘jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、 っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[?wa]＊ ー（豚）、 ーちち（天気） 

 

わ[‘wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にん ん（念願）、 んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[?wi]＊ ー（上）、 ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[‘wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっ ー（咳）、 ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[?we]＊ ーきー（金持ち）、 んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[‘we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[?N]＊  み（梅）、 に（稲）、 なじ（うなぎ） 

 

ん[‘N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな （港） 

[kwe] ー（鍬）、からじ ー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[‘i]＊  ん（縁）、 だ（枝） 

 

い[?i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く） 

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[‘u]＊  （夫）、 ーじ（さとうきび） 

 

う[?u]   う （音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー （那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[‘e]＊△ ーま（八重山）、 ーじ（八重洲） 

 

え[?e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、 ー （いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[?o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[‘o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方        （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○ い（鳥）、×  
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 




